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読谷の馬場 

福地蔡良（1894・M27）字渡慶次（02：48） 
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【共通語訳】 

昔は、残波の上の方に馬場があって、下の方は個人

の所有地で原野や林野だった。 

 

そこに馬場は造られて、東から西までは相当な距離

があった。その広場に馬場が二か所造られていたよ。

私らも記憶にあるがね。そこは何も植えられなかった

ので、昔は競馬がない時には、牛や馬を引いて行き、

そこで括って飼ったりして、牛や馬を飼う広場として

も使っていた。馬場には草は生えていたからね。 

 

残波にあった馬場では、扱いにくい馬は上等な馬具

をかけたまま脇道にそれて、そのまま崖から馬具もろ

とも落ちたそうだ。そういうこともあって、残波の馬

場から渡慶次の潟
かた

野
のー

へ場所を移して、馬場を造った

ということだ。 

 

毎年、六月二十五日には渡慶次の馬場で、また、

楚辺兼久
す び が に く

の馬場では四 月
しんぐゎち

アブシバレー（畦払い）に

競馬が行われていた。読谷には他に喜名の役所前（戦

前）にも馬場があった。原勝負とか何か行事があると、

そこの大きな広場で競馬が行われていた。 

 

 

渡慶次の潟野で六月二十五日に行われる競馬には、

遠くからも見物人が来たよ。また、楚辺兼久は四月ア

ブシバレー、渡慶次は六月二十五日、喜名は原勝負な

どに、競馬をしていたんだよ。 
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また、日露戦争に旅順陥落した時などは、役場に集

まったが、そこから各字から出て提灯行列や旗行列、

馬場の周囲を囲んで、そこで兵隊が銃剣術を使ったり

して、とても賑わっていた。そして、それが終わると

夜は長浜に廻って、村中、各字を廻って提灯行列をし

ていたさ、日露戦争の時には。 

 

 

 


